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平成 28年 2月 9日 

ISSCC2016参加報告書 

 

群馬大学大学院 理工学府 

理工学専攻 電子情報・数理領域 

小林研究室 博士後期課程 2年 

築地 伸和 

 

1. 参加学会名称 

The 2016 IEEE international Solid-State Circuits Conference 

2. 開催場所 

Marriott Marquis Hotel, San Francisco, CA, USA 

3. 開催期間 

2016/1/31(Sun)－2/4(Thr) 

4. 報告・感想

この度 ISSCC2016に参加し、アメリカはカリ

フォルニア州サンフランシスコに計 7日間滞在し

た。成田空港からサンフランシスコ空港への直行

便で移動し、フライト時間は計９時間半ほどであ

った。日本との時差は１７時間である。サンフラ

ンシスコはカリフォルニア州の北部に位置する都

市であり、アメリカ西海岸を代表する世界都市の

一つである。気候としては、地中海性気候に属し、

冬は温暖で降水量が多く、夏は気温が低く、乾燥

している。滞在間中に一度だけ雨が降ったが、概

ねすごしやすい気候であった。 

サンフランシスコ国際空港からは、BART 

(Bay Area Rapid Transit )という鉄道を利用して

宿泊ホテルの最寄り駅まで移動し（＄8.95）、その

後は徒歩で移動した。宿泊ホテルはユニオンスク

エアから西へ１ブロックほど離れた場所に立地す

る。ユニオンスクエア周辺は観光客が多いためか、

夜でも人通りが多く、治安はよいように感じた。

また、市内はMUNIというサンフランシスコ市営

の路線バスやケーブルカーがたくさん走っており、

フィッシャーマンズワーフやチャイナタウンなど、

有名な観光地へは公共交通機関で簡単にアクセス

することが可能であった。

 

サンフランシスコの位置 

 

学会会場のマリオットホテル  
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ISSCCは IEEEの SSCS(Solid-State Circuit 

Society)が主催する半導体集積回路技術に関して、

最先端の研究成果が発表される国際会議である。

今回の開催で６３回を迎える。本会議のスケジュ

ールは p.8に掲載した。以下に、参加したセッシ

ョンで印象的だったことについて記述する。 

Plenary Sessionでは、ドコモから第 5世代の

通信方式に関する発表があったが、「第 3世代は

CDMA、第４世代は OFDMという技術革新があ

ったが、第 5世代は特にない！」と言っていたの

が印象的であった。通信技術は十分成熟しており、

今後の方向性としては IoT/IoEやM2Mなどに利

用分野を拡大していくのかもしれないと感じた。 

Papar Sessionにおいては、Session 5,9,12,21

に参加した。いずれの発表もとてもレベルが高く、

自分とは専門が異なる分野の発表も大変興味深く

拝聴させて頂いた。個人的には、「Multi Level 

Power Stage」というテクニックに興味を持った。

このテクニックは Paper 5.3および Paper 12.5な

ど複数の Paperで応用されていた。このように世

界トップレベルの発表をたくさん聞くことにより、

「このテクニックは自分の研究にも応用できるの

では？」という発見が可能であることがとてもエ

キサイティングであり、世界最高峰の国際学会に

参加する醍醐味ではないかと実感した。 

Demo Sessionでは、Paper 20.1の広島大学に

よる300GHz CMOS TransmitterのDemoが人気

があったように思える。共著者から少しお話を聞

いたが、プローバーから高周波の計測器等をすべ

て日本から運んで大変だったとのことである。 

 

今回初めて ISSCCに参加させていただいたが

が、４日間における各講演発表はどれも大変勉強

になり、有意義であった。最後に、このような機

会を与えていただいた小林先生、旅のサポートし

ていただいた石川技官に感謝の意をここに表す。 

(p.2~4に撮影した写真、p.5~8に会議関連資料

を掲載したのでご参照ください。)

 

Plenary Session 会場 

 

 

Paper Session 会場 

 

 

報告者本人（ISSCC会場にて）  
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街はスーパーボウルの準備でお祭りムード 

 

 

会場外の様子 

 

 

大学同窓会イベントの告知 

（日本の大学は東工大のみ） 

 

レジストレーション 

 

 

デモセッションの様子① 

 

 

デモセッションの様子② 
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フィッシャーマンズワーフ 

 

 

アルカトラズ島 

 

 

ゴールデンゲートブリッジ 

 

ユニオンスクエア周辺の様子 

 

 

ケーブルカー乗り場(Powel Station) 

 

 

ケーブルカーから望むＳＦの美しい町並み 
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EE timesニュース記事より引用：http://eetimes.jp/ee/articles/1511/18/news035.html 
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EE timesニュース記事より引用：http://eetimes.jp/ee/articles/1511/18/news035.html 
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EE timesニュース記事より引用：http://eetimes.jp/ee/articles/1511/18/news035.html 
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ISSCC2016のタイムスケジュール 

 


